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「磁気共鳴法による生体内分子動態の非侵襲計測」 

 

１．研究実施の概要 

 磁気共鳴法は，非侵襲性や不透明試料にたいする深度観察能に優れるため，生体・細胞

中の生体分子のその場観察に望ましい手法であり，また特定分子の挙動を選択的に観察す

る事も可能である．しかし真核生物においては，生体・細胞中の生体分子を，特異的或い

は均一に安定同位体等で標識することが困難なため，磁気共鳴法の適用は極めて限られて

いた．本研究課題では特異的観察のための分子プローブを効率的に導入し，様々な磁気共

鳴技法を駆使する事によって，生体・細胞における蛋白質の発現，局在，相互作用，構造

変化や物質代謝を非侵襲的に計測する手法の開発を行っていく． 

 「細胞内遺伝子発現の分子イメージング」については，ポリリン酸をプローブとし定量

的なマイクロイメージングを行うことで，遺伝子発現量をモニターすることを試みている．

現在までに，酵母においてポリリン酸合成酵素を新規レポーター遺伝子として用いてプロ

モーター活性を効率よくモニタリングできる手法を開発した． 

 「細胞内蛋白質の分子間相互作用，立体構造の解析手法の開発」については，In-Cell 

NMRの研究を進めている．アフリカツメガエル卵母細胞に安定同位体標識蛋白質をマイク

ロインジェクションし，良好なスペクトルの観察に成功した．そのために必須な要素技術

の最適化も行ないつつある．こうしたin vivoの蛋白質解析と並行して、細胞応答・細胞

秩序維持に関わる蛋白質のin vitroでの立体構造解析も行った。 

 「蛋白質の細胞内局在の解析手法の開発」については，MRFMの開発研究を進めている．

現在，数十µｍの試料に対し1µm程度の空間分解能で三次元立体画像を構築することに成

功した．更なる分解能と感度の改善を目指して、信号検出部の低温化開発を進める一方で、

高周波実験設備の拡充も実施しており，生体系への応用を見据えた予備実験を進めていく。 

 「生物個体における物質動態の解明を目指したメタボロミクス」に関しては、植物個体

の均一安定同位体標識技術の確立に成功した．また動物の均一標識についても良好な結果

を得た．今後は有機化合物の植物への吸収過程などのメタボノミクス計測を行う。 

 このように，生体内の蛋白質の挙動を特異的かつ多面的に計測する事で，生体機能の動

態解析への新しい視点の導入を目指す． 
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